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かつての堀との交点
笏谷石の塀によるサインを設置

歩道からデッキをはり出すことにより、
親水空間として整備
道幅が狭いという課題の解決を図る

1階部分には、工房やアトリエ等のプログラムに
コンバージョンし、残りの部分は周辺住民のため
の駐車場として利用

商店や食堂などの開放的な機能を誘致し、住
むため、そして働くためのまちを整備する。
通りのスケール感に応じた共同建替を進め、
地域住民の憩いの道空間を創出する。

内堀の道の歩行者専用道路化を行い、地域住民の
プライバシーを守る緩衝空間としても機能させる

現存する米谷家の防空壕を利用した
アトリエ空間の整備

共同建替えにより新設する公開空地は、
かつての堀のアウトラインを利用

堀をポケットパークとして再生。マルシェや
フリマなどの小イベントスペースとして機能

片町・浜町といった敷地の西側の町人街エリアから城址へと
続く彩道。町人街からくる食文化や雰囲気を引き込みつつ塀
や門の跡をポケットパーク等に整備し、城址へと繋げる。

かつての堀との交点
笏谷石の塀とまちの誘導サインを設置

かつての堀との交点
既存のポケットパークを活用した歴史展示

茶室カフェや和菓子など、
福井の食土産を扱う店舗を設置

片町・浜町の料亭や食事処を誘致
フェニックス通りからのアイストップとなる

彩道から福井城址への視線の確保

中央公園と彩道を繋ぐ道を
より明確にする

養浩館庭園、歴史博物館へと続く歴史の彩道。
既存ストックを利用し、現在のスケールを保
ちながら福井の伝統やかつての工芸を伝える
プログラムを設定。

天守閣及び石垣・御門・櫓の復元を行う。復元した
御門には、観光ビジターセンターや、歴史博物館の
別館機能を持たせ、歴史情報発信の舞台とする。
本丸御殿跡は、将来の復元に配慮して御殿の外形を
かたどるように親水空間として整備する。そうする
ことで、来訪者がありし日の御殿を感じられる本丸
広場となる。また、石垣外周部には城址を巡る遊歩
道を整備し、城址を巡る楽しさを生み出す。

城址へ開いたバーやアトリエ等、
若者の集まる場所

歴史の道としての雰囲気づくりを行いながら商業
エリアへと導く。建物低層部には店舗を誘致し、
広い歩道空間を活用してオープンカフェ等を展開。
賑わいを創出する。

パーキングについては、立体駐車場などの大規
模なものに集約し、公園化等、市民の憩いの場
としての活用を行う

街の玄関口としての彩道
広い歩道空間を確保し、緑を充実させる

駐車場利用地を活用し、ポケットパーク化
エリアマップやルート案内を掲示することで城址
周辺地区への玄関口としての魅力化を図る

みちの入口にはサイン計画
商店街へと人を導く
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かつての堀との交点
門をモチーフとしたサイン計画

既存ストック改築による、伝統工芸店、
体験コーナー、お土産屋を整備
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城址を巡る遊歩道の整備

分断された石垣が復元した門
でつながり、遊歩道となる
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・復元した石垣の内部（1F）
に観光情報ラウンジ、カフェ

・復元した瓦門（2F）に歴史
ギャラリーを計画
・石垣上の遊歩道へのアプ
ローチ機能も持つ
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歩いて楽しめるまち 愛着を持てるまちなみ

賑わいを生む四季の彩道

壁面後退線を設定する
東側の戸建て住宅が多い地区は建物の更新時期を踏まえた街区の再構築が必要
である。東側地区のうちお泉水通りから城址の石垣を見通すことのできる 8m
の通りを歩行者専用道路とし、この地区の中心となる「彩道」として整備する。
「彩道」には 2m ずつ道路境界から壁面後退線を設定することで、歩道状空地が
生まれ 12m 幅の歩行者空間となり、マルシェやイベントスペースとして活用で
きるようになる。

歩行者専用道路を整備する
対象敷地は駅から徒歩 10 分程度で全域に到達できる交通の便の良い場所であ
る。対象敷地内を通過する自動車交通を抑制し、城址周囲の回遊道と 4つの「彩
道」部分を歩行者専用道とすることで、「歩いて楽しめる道」として整備する。
また、歩行者専用道と緊急車両の通る道には融雪装置を設置し、積雪時でも問
題無く通行できるよう整備する。

笏谷石を再生する
市の歴史と文化を代表する笏谷石は現在採掘終了しているが、既存建物の外壁や塀、
屋根などに使用されている笏谷石を解体時に手に入れることができる。解体された
笏谷石は市が回収・ブロック状に加工し、ストリートファニチャー等の整備に転用
していく。また、ブロック状に加工した笏谷石には寄付者の氏名を彫ることで寄付
者が自分の名前をまちから探す楽しみをストリートファニチャーに持たせ、市民が
愛着の持てるまちなみを形成する。

瓦門を復元し観光拠点とする
瓦門には来訪者を周辺の「彩道」や拠点施設に導くための観光ビジターセンターを計
画する。瓦門の 2 階は石垣の遊歩道とつながり、天守閣まで回遊可能になることで、
歴史的魅力が向上する。

歴史を感じる場
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観光ビジターセンターの整備イメージ 歩行者専用道路の整備イメージ 歩行者専用道拡幅イメージ 笏谷石の再生フロー

B「 食と文化 」の  彩 道 / 紫陽花「 食と文化 」の  彩 道 / 紫陽花B

CC「 歴 史 」の  彩 道 / 紅 葉「 歴 史 」の  彩 道 / 紅 葉

DD「 職 と 住 」の  彩 道 / 水 仙「 職 と 住 」の  彩 道 / 水 仙

A「 商 い 」の  彩 道 / 桜「 商 い 」の  彩 道 / 桜AA

登録番号　１７-②


